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富 山化 学 工 業(株)綜 合研 究 所 で 開 発 きれ たT-1220

は,新 しい ア ミノベ ン ジル ペ ニ シ リン誘 導 体 の β-ラ ク

タ ム系 抗 生 剤 で,グ ラム陽 性 菌 な らび に グ ラ ム陰 性 菌 に

対 し抗 菌 性 を 示 し,特 にKlebsiella, Psendomonas, Serratia

な どで は, CBPC, SBPCよ り も強 い抗 菌 力 を 示 す と さ

れ て い る1)。

今 回,わ れ わ れ は最 近 の 臨 床 分 離 株 に対 す るT-1220

のMICを 測 定 す る と と もに,呼 吸 器 感 染 症22例 に使

用 し,そ の 効 果 を 検 討 し たの で報 告 す る。

I. 抗 菌 力

最 近 の 臨 床 分 離 株 の う ちStapdylococczas aureus 20株,

Serratia morcescens 20株, Psezedomonas aeruginosu 20株 に

対 し,T-1220の 最 小 発 育 阻 止濃 度(MIC)を 日本 化 学

療 法 学 会標 準 法 に した が い,接 種 菌量 を106/mlと し,

寒 天 平 板 希 釈 法 に よ って 測 定 した 。

結 果 はTable 1に 示 す よ う に, Staphylococczes aureus

で は19株 が3.12～12.5μg/mlの 範 囲 内 のMICを 示

し, 1株 が50μg/mlのMICを 示 した 。 Serrati marce-

scensお よ びPsezUtomonas aerasgimosaで は,20株 す べ て

が そ れ ぞ れ3.12～12.5μg/ml, 1.56～25μg/mlの 範 囲

内 のMICを 示 した 。

ま た,本 研 究 の対 象 とな った 呼 吸 器 感 染 症 患 者 か ら,

経 日的 に分 離 され た 菌 株 に つ い て 同 様 の 手 技 でMICを

測 定 し た 。

そ の結 果 は, Klebsiella pneumoniae (aerogenes型)9株,

Psendemenes aeruginosa 1株, Serratia marcescens 1株,

Citrebgcter 1株, Streptococcas pyogenes 1株, Streptococcass

(α)1株, HemePhilms pavahemelyticsgs 1株 な どに つ い て,

MICは 低 濃 度 で 強 い 阻 止 効 果 を示 した 。 こ れ は 臨 床 効

果 と平 行 して い た 。

II. 臨 床 的 検 討

1) 対 象 な らび に 方 法

Table 2に 示 して あ る よ うに,対 象 は 急 性 腺 窩 性 扁

桃 炎4例,急 性 気 管 支 肺 炎2例,急 性 肺 炎14例,肺 化

膿 症1例,膿 胸1例 の 計22例 で,年 齢 は16歳 か ら85

歳,性 別 は男 性16名,女 性6名 で あ っ た 。投 与 量 は1

Table 1 Sensitivity distribution of 3 kinds of bacteria to T-1220



956 CHEMOTHERAPY JULY 1977



VOL. 25 NO. 5 CHEMOTHERAPY 957

before after

Table 3 Clinical evaluation of classified by diagnosis

Fig. 1 Case 22. K. O. 41y. Male Pyothorax

Fig. 2 Chest X-ray films before and after T-1220 treatment



958 CHEMOTHERAPY JULY 1977

(a) (b) (c)

(d) (e) (f)

日1gか ら6g,投 与 期間は5日 か ら60日 であった。

臨床効果は,自 覚症状および他覚所見から総合的に判

定した。

2) 成 績

疾患別の臨床効果はTable 3に 示 した。 腺窩性扁桃

炎では著効3例,有 効1例 。気管支肺炎では著効1例,

有効1例 。肺炎では著効6例,有 効7例,無 効1例 。肺化

膿症ではやや有効,膿 胸では著効を示 した。

細菌学的効果は,起 炎菌の決定できなかった ものが多

く,起 炎菌と推定きれた6株 のうち5株 では菌 の消失

を,1株 では菌の減少をみた。

次に一症例について報告する。

症例2241歳 男 膿胸

主 訴:軽 度の咳嗽,喀 痰,発 熱

家族歴:特 記事項なし。

既往歴:特 記事項なし。

現病歴:昭 和50年2月 中旬頃より,軽 度 の咳嗽,嘩

痰および40℃ 前後の発熱あ り。某医にて感冒の診 断て

加療受けるも軽快せず,3月2日 某病院受診し,胸 部X

線写真で胸水貯留を指摘 され入院。結核性胸膜炎の疑い

にて一次抗結核剤による三者併用療法受けるも病状好転

せず,胸 部陰影 も増強してきたため7月8日 岩手医大第

2内 科に紹介され入院した(Fig.1)。

入院経過:入 院時の胸部X線 写真(Fig. 2 before)て

は,左 胸水貯留著明で,下 肺野には一部石灰化像 も認め

られた。胸腔穿刺にて, 200mlの 淡 黄緑色の膿汁を癖

取し,膿 汁中よ り多数のStrePtececcus pyogenesが 検出さ

れた。入院第2病 日よりT-1220 1日69点 滴静注。第

6病 日には解熱し,自 覚症状 も軽減した。第7病 日再び

胸水穿刺を行ない, 400mlの 排 膿 後胸腔洗 浄実施。

Fig. 3 Laboratory findings before, during and after T-1220 administration
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T-12201g胸 腔 内注入。菌は証明されなかった。赤沈,

CRPの 改善を認めたため第17病 日より1日4gに 減量

し,第31病 日に中止した。投与後 の胸部X線 写真 は

Fig.2afterで ある。その後は再燃の徴な く第49病 日

に退院した。

III. 考 察

T-1220の 最近の臨床分離株および,本 研究対象の呼

吸器感染症患者からの分離株についてMICを 測 定した

が,い ずれ も一般的に強い阻止効果を示した。

このことは,T-1220の 特異性を示す もので, Staphylo-

cocus aureusに ついては在来の抗生物質と大差はないが,

ことにPseudomonas aeruginosaやSerratia marcescensな ど

に対するMICが 極 めて低いことから,こ れ らグラム陰

性桿菌に対 しての有効な薬剤の選択に苦心する現在,細

菌学的にみて も期待の もてる新抗生物質の1つ であると

考える。

また,症 例22の ように4カ 月 も経過した膿胸例 に著

効を示したことから,T-1220が 胸 水中への移行が極め

て良好なことを示す ものではないか と考えられたが,今

後の検討が必要であろう。

IV. 副 作 用

副作用をみる目的でT-1220の 使用前 ・中 ・後に各種

検査を行ない,主 なものをFig.3に 示 した。一 過性の

GOT, GPT上 昇が1例(症 例3)に み られたが,投 薬中

に正常化した。その他,発 疹や自覚症状 としての頭重感,

めまい,胃 腸障害,血 管痛なども認められなかった。

結 論

T-1220の 臨床分離菌に対する抗菌力を測定するとと

もに,呼 吸器感染症22例 に使用し,下 記のような結 論

をえた。

1) 最 近の臨床分離株 の う ちStaphylococcus aureus 20

株, Serratia maercescens 20株,Pseudomonas earuginosa 20

株 についてMICを 測定し,強 い阻止効果を示した。

2) 本研究対象の呼吸器感染症患者から分離された菌

株について もMICを 測 定し,こ れ もまた強い阻止効果

を示した。

3) 呼吸器感染症22例 の臨床効果 は著効11例,有

効9例,や や有効1例,無 効1例 であった。なお無効症

例は原発性異型肺炎であった。

4) 起炎菌と推定されたものの うち, KlebSiella pnea-

moniaeの1株 には菌の減少がみ られたが,そ の他はすべ

て消失した。

5) 副作用は認められなかった。
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The effect of antibacterial activity of T-1220 was measured by MIC (Standard Method 

of Japanese Society of Chemotherapy) against many kinds of strains isolated from clinical 

materials. T-1220 was administered intravenously or intramuscularly at daily dose of 

1•`6 g for 5•`60 days to 22 cases of respiratory tract infections . The results obtained were 

as follows. 

1) The MIC values in most of the bacterial strains were in very low concentration 

of T-1220. 

2) The MIC values in most of the each 20 bacterial strains of Staphylococcus aureus
, S

erratia marcescens and Pseudomonas aeruginosa were in the range of 3
.12•`12.5 ƒÊg/ml, 

3.12•`12.5 ƒÊg/ml and 1.56•`25 ƒÊg/ml. 

3) Excellent clinical responses were obtained in 3 cases of lacunar tonsillitis
, 1 case 

of bronchopneumonia, 6 cases of pneumonia and 1 case of pyothorax
. Good responses 

were obtained in 1 case of lacunar tonsillitis, 1 case of bronchopneumonia
, 7 cases of 

pneumonia. Slightly good response was obtained 1 case of lung abscess. Poor response 

obtained in 1 case of primary atypical pneumonia . 

4) No side effect was seen in all these 22 cases .


